
■オミクロンの気づき■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 346号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 
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1. トピックス：土地の永続所有業・開始のお知らせ 

 

いよいよ友人の登さんが、浦賀の土地の購入手続きに入りました。 

それと同時に、僕の所属する一般社団法人日本土地資源協会（以下 LR と略します）は、土地の永続所有業務

を開始します。 

すでにご紹介したとおり、この土地は 220坪の急斜面の雑木林で、接道していないために価格はなんと 10万円

で、評価額が 30万円以下のため、固定資産税が課税されません。 

そこで登さんはこの土地を購入し、隣接する土地所有者さんたちと交流することで、土地活用に挑むのですが、

自分個人で所有せず LRで所有することを選びました。 

LR に入会すると同時に購入費用を寄付して、自ら購入だけでなく、その後の利活用も所有者として担当します。 

つまり、個人の自分が法人の自分に寄付をすることで、共に所有する仲間を作り、相続を気にせずに永続的な

土地利用＝国づくりに挑めるわけです。 

・ 

今、各地で山や農地が捨てられるだけでなく、都会の家も継承されずに売却のために切り刻まれるばかりです。 

土地をある程度の広さのまま、分割せずに使い続けるには、死亡相続を避けられない個人所有をやめ、仲間と

ともに法人所有するしかありません。 

でもこれは、相続で争う「血縁家族」でなく、夢を分かち合う「他人の家族＝仲間」を作ることに他なりませ

ん。 

僕の言う「国づくり」とは、「土地」よりもむしろ「仲間」を作ることを意味しています。 

だから、土地を売りたくない人や、細切れにしたくない人は、是非とも僕に相談してください。 

LRはそんな方と仲間になるために作った法人ですし、サンプルです。 

こんな法人のつくり方も教えたいので、気軽に相談してください。 



 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログより：オミクロンの気づき 

 

オミクロンって、知ってた？ 

もちろん今話題騒然の、新型コロナウイルスの新たな変異種の名前のこと。 

一部の報道によると、これまで変異種の名前はギリシャ文字の「α（アルファ）」から順に「μ（ミュー）」ま

で使用されたのだが、その後の「ν（ニュー）」は new（新しい）と紛らわしいし、「ξ（クシー）」は英語表記

の xiが中国の人名（習近平）に使われるため、WHOが配慮したと言われている。 

だが、僕にとっての事件はこんな話でなく、そもそも「オミクロン」という言葉に対する驚きだ。 

もちろん僕は、ギリシャ文字の読み書きなどできないが、科学や数学で頻繁に用いられるギリシャ文字の読み

方ぐらいは、概ね知っていると自負していた。 

・ 

まずは、ギリシャ文字の一覧表を再確認だ。 

大文字 小文字 英語表記（日本語読み） 

A   α   alpha（アルファ） 

B   β   beta（ベータ） 

Γ   γ   gamma（ガンマ） 

Δ   δ   delta（デルタ） 

E   ϵ ,ε  epsilon（イプシロン） 

Z   ζ   zeta（ゼータ） 

H   η   eta（イータ） 

Θ   θ,ϑ  theta（シータ） 

I   ι   iota（イオタ） 

K   κ   kappa（カッパ） 

Λ   λ   lambda（ラムダ） 

M   μ   mu（ミュー） 

N   ν   nu（ニュー） 

Ξ   ξ   xi（クシー） 

O   o   omicron（オミクロン） 

Π   π,ϖ  pi（パイ） 

P   ρ,ϱ  rho（ロー） 

Σ   σ,ς  sigma（シグマ） 

T   τ   tau（タウ） 

Υ   υ   upsilon（ユプシロン） 

Φ   ϕ,φ  phi（ファイ） 

X   χ   chi（カイ） 

Ψ   ψ   psi（プサイ） 

Ω   ω   omega（オメガ） 

改めてこの表を見返して、なぜか「オミクロン」だけは見たことが無いと感じるのは、僕だけなのか。 

・ 



僕が初めて外国に行ったのは、1981 年 3 月 23 歳の時、南回りのパキスタン航空機を確かラワルピンジーで乗

り継いで、ギリシャのアテネに降り立った。 

建築学科の卒業設計提出直後、1学年上の友人たちの旅行に便乗してバックパックを背負って出発した。 

当時のパキスタン航空機には、女性ＣＡは一人しかおらず、あとはちょび髭の男性だらけ。 

機内に入ったとたんにカレーのにおいが鼻を突き、トイレにはウンチがこぼれてた。 

飛行機に乗れば、そこはすでに外国だと、僕は五感で理解した。 

そして、パキスタンで乗り換えたフランクフルト行きの飛行機内は、ドイツを目指す出稼ぎの人たちで満席だ

った。 

せっかくヨーロッパの建築を見るなら、ギリシャで降りて古い順にみて歩こう･･･なんて安易な考えはとっくに

吹き飛んでいた。 

・ 

途中ダマスカスで給油した飛行機がアテネについて驚いたのは、そこが「アテネ」で無いことだ。 

「アテネ」はあくまで日本語で、ギリシャ語だと「Αθήνα」で、英語表記で「Athens」だ。 

つまり、相手が日本人でない限り「アテネ」は意味不明な言葉で、せめて英語風の「アッスン」と言わなけれ

ば通じない。 

現代の空港なら、世界中どこでも「多言語表記」は当たり前だが、当時は英語表記すら普及していなかった。 

それでも、英語を話せる人ならどこにでもいたが、地名などの固有名詞はきちんと発音しないと通じない。 

ましてや、英語表記が無い上にギリシャ文字が並んでいては、何が何だかわからない。 

それらしき場所の前にたたずんで、男の人が入るのを見届けないと、トイレすら入ることができなかった。 

・ 

そんな経験があったので、僕はギリシャ文字が嫌いじゃない。 

もちろん、まるで読み書きはできないが、初めての外国で 4日間戦った思い出深い文字だ。 

それなのに、ギリシャ文字の中に見たことも聞いたことも無い、少なくとも記憶にない文字があったなんて、

オミクロンとの出会いは衝撃だった。 

だが、あらためてギリシャ文字の一覧表を見ると、この文字を気にも留めず見落としていた理由がわかるよう

な気がする。 

それは、見慣れた英語とほぼ同じ文字であることだ。 

だが同時に、「オミクロン」などという長ったらしい読みは、他には「イプシロン」と「ユプシロン」しか見当

たらない。 

・ 

だがここで、気づいたことがある。 

この二つを間違いないように注意したことをはっきりと記憶しているが、その脇で「あまりにも変な読み」な

ので注意する必要すらなかったのかもしれない。 

多分○×や選択式の問題なら、難なく答えることができただろう。 

つまり、理科や数学の試験用の勉強だからこそ、「オミクロン」を意識する必要が無かったのかもしれない。 

試験で点を取るために、答えを暗記する勉強が、僕の脳をゆがめていたのかも知れない。 

それが、「オミクロン株」が僕に教えてくれたことだった。 

あまりにもつまらない結論なので、せっかく読んでくださったあなたに、今日は謝りたい気分だ（ごめんなさ

い）。 

 

https://nanoni.co.jp/20211206/ 

 



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い＋今後の予定 

【凡例】◎：申込優先、〇：申込必要、×：参加不可、下記以外の時間はすべて応相談 

 

■今週の予定 

（火）12/07 いづみ（反町）作業日 

会議×：10-12時 HFA定例会（渋谷） 

交流◎：13-17時 いづみ PJTオープンデイ、説明会（反町） 

会議×：15-16時 café&bar会議（反町） 

会議×：18-19時 臨海･･･実現する会（zoom） 

会議〇：21-23時 京島MTG（zoom） 

（水）12/08 なのに（自宅）作業日 

（木）12/09 なのに（自宅）作業日 

会議×：12-13時  UST見学会（駒場） 

会議〇：16-17時 日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

会議〇：17-19時 笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

（金）12/10 なのに（自宅）作業日 

会議〇：19-20時 カプラー起業交流会（zoom） 

（土）12/11 笑恵館（世田谷）作業日 

 面談◎：09-17時 よろず相談会（笑恵館） 

   会議〇：19-21時 AZ51作戦会議（zoom） 

（日）12/12 出張（筑西市）作業日 

調査〇：11-13時  筑西プロジェクト（筑西市） 

会議〇：20-22時 名栗の森オーナーシップクラブ 12月例会（zoom） 

（月）12/13 なのに（自宅）作業日 

 

■定例の予定 

毎   日 22-23時 〇オンライン談話室（zoom） 

毎週火曜日 10-17時 ◎いづみ PJTオープンデイ、説明会（反町） 

毎週火曜日 21-23時 〇京島MTG（zoom） 

毎週土曜日 09-17時 ◎よろず相談会（笑恵館） 

第１土曜日 10-11時 ×100smile会議（zoom） 

第２木曜日 16-17時 〇日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

第２木曜日 17-19時 ◎笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

第２金曜日 19-20時 ◎カプラー起業交流会（zoom） 

第３木曜日 13-18時 〇笑恵館なるほどデイ（笑恵館） 

第３木曜日 18-20時 〇笑恵館完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

第３木曜日 20-21時 〇一宮庵クラブ運営会議（成城） 

第４木曜日 17-19時 ◎笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

毎月 １日 20-22時 〇名栗の森オーナーシップクラブ月例会（zoom） 

 



■今後の予定 

旅行×：12/19～12/21 奄美大島（個人旅行） 

交流〇：12/26 名栗の森オーナーシップクラブ忘年会（飯能？） 

交流〇：01/09 AZ51オンライン新年会（反町） 

交流〇：01/23 みんなの家シンポジウム（仙台・熊本・zoom） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(取締役平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 

 


